
摂南大学薬学部は大阪府寝屋川市にある本

学（法・工学部など）とは別に、独立した15

万3000裃という恵まれたキャンパスで学問に

打ち込める環境。その環境の中で、トップレ

ベルの国家試験合格率を維持してきた。薬学

部長の前田定秋氏は「薬学部に在籍した責務

として、薬剤師の資格を取得するのは当然。

その上で、研究マインドを持った人材の育成

にも力を入れたい」と研究志向の人材を育て

る方針も打ち出している。

今年入学した学生へのアンケートでは、８

割は「薬剤師を目指したいから」という志望

理由だったが、「新しい薬を作りたい」とい

う理由で、薬学部を選んだ学生も15％ほどい

た。

６年制の薬学教育はコアカリキュラムに従

って教育していく中で、各大学は独自色も打

ち出さなければ差別化が図れない。前田氏は

「需要が見込まれている薬剤師だが、供給過

剰の可能性や、医療業界にも思うほど雇用は

生まれないとの意見も少なくない。薬剤師が

活躍する職場は薬局や病院だけでなく、企業

や大学で研究するなど、今まで以上に多様化

が進むと考えられる」と見る。

６年制の医学部や歯学部でも基礎研究には

力を入れており、薬学部でもできるはずと考

える前田氏。早い段階で学生が研究室のスタ

ッフとして加われるなど研究に取り組めるシ

ステムも作り上げる考え

だ。

１学年240人の摂南大

では５年次に「研究」

「医療」「演習」の３グル

ープ（各80人）に分ける

という他大学にはない特徴的なカリキュラム

を用意している。従来の大学院と考え方を同

じくする研究中心に取り組むコース、定めら

れた実務実習のほか、期間を延長して実務経

験を積む医療コース、基礎的学力を養い医療

薬学の演習に重点を置く演習コースに分かれ

る。５年次に行う長期実務実習はこのグルー

プ単位で行い、学内に残った学生は該当する

コースに取り組む。

２年前には関西医科大学と研究や教育面で

の連携を図っている。研究室レベルの連携の

ほか、５、６年次には関西医大の医師や薬剤

師による病態や治療に関する実務的な講義も

予定し、教育面での協力体制も強化させる。
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前田学部長

１年次前

期に「薬剤師になるために」

という講義を設定。10人ほど

のグループに分かれ、尊厳死

や癌の宣告などのテーマを与

えて、グループ内で討論・発

表させ、コミュニケーション

能力を養わせる。さらに病院

や薬局、企業への早期実務体

験実習を通じて、薬剤師の重

要性も認識させる。

高校と大学の橋渡し的な授業として

物理や化学、生物など基礎教育を行う

「学習支援センタ

ー」を今年４月か

ら設けたのも特徴。

学年が上がるにつれて学習につまずく

学生を減らすため、入学時点で底上げ

を図る考え。また、それぞれの学生は

１年次から講師以上の教員に付き、生

活と勉強の両面をフォローアップする

担任制が敷かれ、熱心な教育体制をと

る。

就職に強いと言われる摂南大。薬学部で

は就職支援も万全だ。１年次からスタート

する就職指導体制

で、各学生に将来

ビジョンを描かせ

る。そのためもあ

ってか薬学教育協議会の調査と比べても、

同大の企業への就職率は高い。

６年制移行に伴い、08年３月完成予定の

３階建ての新館には模擬薬局、09年８月の

図書館の拡充など、今秋から大規模な新築

や現校舎の増改築を控えている。
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研究面も充実させ、研究志向の人材育成も

５月に行われた１年生の早期体験実習の事前学習の様子

１年次から基礎学力を強化
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キ ャ ン パ ス 紹 介 　 摂南大学
最近の薬学部新設ラッシュが始まる

前までは、最も歴史が浅い大学だった

摂南大学の薬学部（大阪府枚方市）。

第１期生を輩出した1987年の国家試

験から合格率トップは13回という実績

を誇り、全卒業生の99％が薬剤師免許

を取得している。薬剤師の合格率だけ

でなく、就職のバックアップ体制も整

えており、MRなど企業への就職率が

全国平均を上回る。６年制一本の教育

体制だが、研究面の充実も同大の売り

にしていく考えだ。

薬剤師の使命感も早期に植え付け



「薬学教育モデルコアカリキュラム」に示

された修得すべき項目は膨大だ。実務実習に

当たっては、本来的には全項目の問題を出し

て能力を問う、というのがスジ。しかし「現

実に即し、ランダムに抽出し、かつ全国の学

生を試験できるシステムが必要」ということ

から、コンピュータを活用したＣＢＴの導入

が図られた。

このＣＢＴのシステム作りは、昨年度から

始まったが、「私の役割は、その一切合切で

す」と宮崎氏は話す。実は、その後の管理ま

でが守備範囲であり、ＣＢＴを管理するため

の“中央サーバー”も、厳重なセキュリティ

のなか、東京理科大学薬学部校舎に設置され

ている。

宮崎氏は、東京理科大学理工学部情報科学

科を卒業、理化学研究所、国立遺伝学研究所

を経て３年前に母校に戻った。薬学の世界で

未だ目新しいバイオインフォマティクスに取

り組んでいる。ゲノム上の遺伝子データをは

じめとする大量の生物学的データから、創薬

の種となる新知見を、データベースとコンピ

ュータ上のシミュレーションを駆使した仮想

実験から抽出することを目指している。

ちなみに同研究室で駆使するコンピュータ

の心臓部・データベースサーバーは13Ｔ（テ

ラ）の容量を誇る。ちなみに、13Ｔは１万

3000Ｇ（ギガ）に相当する（１テラは1000ギ

ガバイト）

遺伝研時代、宮崎氏らのチ

ームが構築したシステムを利

用し、人間の21、22番染色体

のゲノム情報が、世界に先駆

けていち早く公開されたとい

う実績を持つ。コンピュータ

の大規模展開、他で作られた

データを中央に集積し、ある

程度の加工を行い再配分する

というプログラミングに精通

している。

このような薬学領域では稀な高い実力と経

験とが買われ、ＣＢＴシステム構築の責任者

にと白羽の矢が立った。

全てがゼロからのスタート。従って、問題

作りから始まった。既に全国の大学の協力を

得て、１万題ほどの問題が“中央サーバー”

に蓄積され、現在、各分野の専門家200人が、

問題の精選作業を進めている。領域別の平準

化を終えた後は、実際の学生によるトライア

ルを数回実施し「実測値」の結果も再評価に

加える。その実測値を取るシステム作りも課

題だ。「要するに走りながら物を作っている

状況」と話す。

実践に向けては適切な出力・集計と、様々

な処理システムを構築する必要がある。「全

体として８割は解ける」を目指したい意向だ

が「各領域間での難易度のばらつき、難容問

題の混在を考慮した出題組み合わせのための

パラメーターをどう設定できるかも課題」と、

国試とは性格を異にするだけに、微妙な“さ

じ加減”の技量も問われる。

実際の試験は、ざっと１問１分のペースと

想定されている。隣の学生とも出題は異なり

「カンニングしている暇はない」と笑う。
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心臓部・サーバーの容量は13Ｔ（テラ）

CBTサーバー室を守るセキュリティ

今年６年制に入学した薬学生は４年次に、

初の共用試験を受ける。技能・態度をみるＯ

ＳＣＥと知識を問うＣＢＴからなるが、ＣＢ

Ｔは、個々の学生がコンピュータの画面上で

“プール問題”の中からランダムに出題され

る問題に解答するもの。「自分だけ難しい問

題が出るんじゃないか？」という不公平が起

こらないように、2009年、今から３年後の

本番に向け、関係者は準備に大わらわだ。こ

のＣＢＴシステム作りのキーマンが宮崎智氏

（東京理科大学薬学部生命創薬科学科教授）

である。

ズームアップ
宮崎　智氏東京理科大学薬学部

生命創薬科学科教授
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CBTのキーマン


